
２

賛
成
討
論
（
公
明
党
）

反
対
討
論
（
市
民
と
市
政
を
つ
な
ぐ
会
）

　

補
正
予
算
で
は
、
築
32
年
を
経
て

老
朽
化
が
激
し
い
消
防
署
大
瀬
出
張

所
を
廃
止
し
、
平
成
24
年
４
月
か
ら

本
署
に
統
合
す
る
為
の
庁
用
器
具
の

購
入
費
計
上
と
、
大
瀬
出
張
所
の
修

繕
料
の
減
額
が
計
上
さ
れ
た
。
こ
の

２
点
に
つ
い
て
、
以
下
の
理
由
で
反

対
す
る
。

　

第
一
は
、
大
瀬
出
張
所
の
廃
止
問

題
で
は
、
平
成
23
年
５
月
、
７
町
会

長
連
名
で
、
「
説
明
会
開
催
を
求
め

る
要
望
書
」
を
提
出
。
同
年
９
月
に

は
「
大
瀬
出
張
所
の
存
続
を
求
め
る

要
望
書
」
が
５
１
７
１
筆
の
署
名
と

共
に
提
出
さ
れ
た
が
、
補
正
予
算
提

出
前
に
、
地
元
住
民
に
対
す
る
説
明

会
が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

は
、
自
治
基
本
条
例
第
５
条
「
参
画

の
機
会
を
保
障
す
る
こ
と
を
原
則
」

に
違
反
し
て
い
る
。

　

第
二
は
、
９
月
の
「
八
潮
市
消
防

署
所
再
編
に
関
す
る
検
討
報
告
書
」

の
中
で
、
消
防
力
の
整
備
指
針
（
平

成
12
年
１
月
20
日
消
防
庁
告
示
第
１

号
）
で
は
、
人
口
規
模
で
は
署
数
３

だ
が
、
１
署
体
制
で
十
分
カ
バ
ー
で

き
る
と
あ
る
。　

　

整
備
指
針
で
い
う
３
署
体
制
は
、

「
消
火
活
動
や
救
急
活
動
は
地
域
分

散
が
基
本
」
を
意
味
す
る
。
一
極
集

中
の
場
合
、
そ
こ
が
機
能
し
な
く
な

っ
た
ら
、
ど
こ
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体

制
を
担
う
の
か
。
危
機
管
理
上
か
ら

も
疑
問
が
あ
る
。

　

第
三
は
、
老
朽
化
後
は
建
て
替
え

が
普
通
の
考
え
方
、
廃
止
統
合
は
論

理
の
す
り
替
え
で
責
任
回
避
。

　

そ
も
そ
も
区
画
整
理
の
遅
れ
は
、

財
政
規
模
を
顧
み
ず
、
無
計
画
に
複

数
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
こ
と

と
、
経
済
の
悪
化
に
伴
い
、
保
留
地

の
売
却
が
進
ま
な
い
こ
と
で
、
地
域

住
民
の
責
任
で
は
な
い
。

　

第
四
は
、
大
瀬
出
張
所
が
廃
止
に

な
れ
ば
、
今
以
上
の
迅
速
な
対
応
は

確
実
に
難
し
い
。

　

第
五
に
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
級

の
地
震
が
今
後
30
年
以
内
に
起
き
る

確
率
を
「
東
日
本
大
震
災
後
の
直
近

の
デ
ー
タ
で
は
98
％
」
と
東
大
地
震

研
究
所
が
公
表
し
た
。
廃
止
さ
れ
て

も
、
消
防
相
互
応
援
協
定
に
基
づ
き

近
隣
か
ら
応
援
と
の
説
明
も
あ
る

が
、
大
規
模
災
害
の
場
合
、
近
隣
市

も
同
じ
状
況
で
救
助
は
期
待
で
き
な

い
。

　

な
お
、
委
員
会
で
３
つ
の
附
帯
決

議
が
提
案
さ
れ
賛
成
し
た
が
、
附
帯

決
議
と
は
、
法
的
拘
束
力
が
な
い
空

手
形
の
よ
う
な
も
の
。
よ
っ
て
、
委

員
会
で
の
附
帯
決
議
へ
の
賛
成
を
撤

回
し
、
反
対
討
論
と
す
る
。

　

今
回
の
補
正
予
算
を
見
ま
す
と
、

主
な
も
の
と
し
て
、
歳
入
で
は
、
子

ど
も
手
当
の
制
度
改
正
に
伴
う
普
通

交
付
税
の
再
算
定
に
基
づ
く
地
方
特

例
交
付
金
の
増
額
や
、
生
活
保
護
事

業
、
子
ど
も
手
当
支
給
事
業
に
係
る

国
庫
・
県
支
出
金
の
増
額
な
ど
、
収

入
の
見
込
み
等
を
的
確
に
捉
え
る
と

と
も
に
、
時
宜
を
得
た
適
切
な
予
算

措
置
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま

す
。

　

一
方
、
歳
出
に
つ
い
て
で
す
が
、

総
務
費
で
は
、
平
成
24
年
度
当
初
か

ら
駅
前
出
張
所
で
開
始
さ
れ
る
パ
ス

ポ
ー
ト
取
扱
事
務
に
係
る
経
費
が
予

算
化
さ
れ
る
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
民
生
費
で
は
、
生
活
保

護
費
の
増
額
や
、
市
民
要
望
に
基
づ

く
道
路
反
射
鏡
設
置
に
係
る
工
事
費

が
増
額
さ
れ
る
な
ど
、
市
民
生
活
の

安
全
・
安
心
に
つ
な
が
る
経
費
に
つ

い
て
適
切
に
予
算
措
置
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ま
す
。
土
木
費
で
は
、
市
営

住
宅
の
緊
急
修
繕
に
係
る
修
繕
料
が

増
額
さ
れ
る
な
ど
、
速
や
か
で
適
切

な
対
応
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
消
防
費
で
は
、
大
瀬
出
張
所

を
本
署
に
統
合
す
る
こ
と
に
伴
う
経

費
が
予
算
化
さ
れ
る
な
ど
、
消
防
体

制
の
維
持
向
上
が
図
ら
れ
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
教
育
費
で
は
、

小
中
学
校
の
学
級
数
の
増
加
に
伴
う

校
用
器
具
費
の
増
額
や
、
八
幡
公
民

館
別
館
の
老
朽
化
に
伴
う
解
体
工
事

費
が
予
算
化
さ
れ
る
な
ど
、
教
育
現

場
等
の
整
備
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
今
回
の
補
正
予

算
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
市

財
政
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
の
も

と
で
、
健
全
な
運
営
を
図
る
べ
く
、

適
切
な
措
置
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
市

民
の
利
便
性
向
上
と
緊
急
か
つ
重
要

な
課
題
に
素
早
く
対
応
す
る
た
め
の

予
算
も
措
置
さ
れ
て
お
り
、
高
く
評

価
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ

て
、
本
議
案
に
つ
い
て
、
賛
成
の
意

を
表
し
て
討
論
と
し
ま
す
。

平成２4年（２０１2年）2月

討
　
　
論

意
見
書

　

定
例
会
最
終
日
の
12
月
19
日
に
、

掲
載
の
意
見
書
の
ほ
か
、
「
国
民
生

活
の
安
心
と
向
上
を
図
る
各
種
基
金

事
業
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
」
を

上
程
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
可
決
し
た
意
見
書
に
つ
い

て
は
、
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し

た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成
23
年
度
八

潮
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７

号
）
に
つ
い
て
、
市
民
と
市
政
を
つ

な
ぐ
会
（
反
対
）
と
公
明
党
（
賛

成
）
か
ら
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

防
災
会
議
に
女
性
の
視
点
を

取
り
入
れ
る
こ
と
を
求
め
る

意
見
書

福
島
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能

汚
染
か
ら
、
国
民
の
健
康
を
守

る
対
策
を
求
め
る
意
見
書

　

国
の
防
災
基
本
計
画
に
は
、
２
０

０
５
年
に
「
女
性
の
参
画
・
男
女
双

方
の
視
点
」
が
初
め
て
盛
り
込
ま
れ
、

２
０
０
８
年
に
は
「
政
策
決
定
過
程

に
お
け
る
女
性
の
参
加
」
が
明
記
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
流
れ
を
受
け
、
地

域
防
災
計
画
に
も
女
性
の
参
画
・
男

女
双
方
の
視
点
が
取
り
入
れ
ら
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
な
施
策
に

ま
で
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
必
ず
し

も
言
え
ま
せ
ん
。

　

中
央
防
災
会
議
の
「
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
を
教
訓
と
し
た
地
震
・

津
波
対
策
に
関
す
る
専
門
調
査
会
」

が
、
平
成
23
年
９
月
28
日
に
と
り
ま

と
め
た
報
告
に
お
い
て
も
、
防
災
会

議
へ
女
性
委
員
を
積
極
的
に
登
用
し
、

こ
れ
ま
で
反
映
が
不
十
分
で
あ
っ
た

女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
へ

の
配
慮
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
防
災
会
議
に
女
性
の
視
点
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
以
下
の
項
目
に
つ

い
て
速
や
か
に
実
施
す
る
よ
う
強
く

要
望
し
ま
す
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

平
成
23
年
12
月
19
日

埼
玉
県
八
潮
市
議
会

提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣　

総
務
大

臣　

防
災
担
当
大
臣　

男
女
共
同
参

画
担
当
大
臣

　

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
よ
り
、
広
範
囲
に
大
量
の
放

射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
、
国
民
の
放

射
能
へ
の
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

放
射
能
に
よ
る
被
害
か
ら
国
民
の
生

命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る

対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題

と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

放
射
能
に
対
す
る
防
護
は
、
放
射

線
量
が
「
少
な
け
れ
ば
少
な
い
ほ
ど

良
い
」
と
い
う
の
が
大
原
則
で
あ
り
、

現
在
の
科
学
技
術
で
は
、
原
発
か
ら

放
出
さ
れ
た
放
射
能
を
消
去
す
る
こ

と
も
、
減
ら
す
こ
と
も
で
き
な
い
も

の
の
、
汚
染
さ
れ
た
土
壌
を
取
り
除

く
な
ど
放
射
性
物
質
を
出
来
る
限
り

生
活
環
境
か
ら
切
り
離
す
こ
と
で
、

記

１　

中
央
防
災
会
議
に
少
な
く
と
も

３
割
以
上
の
女
性
委
員
を
登
用
す

る
こ
と

２　

地
方
防
災
会
議
へ
女
性
委
員
を

積
極
的
に
登
用
す
る
た
め
、
都
道

府
県
知
事
や
市
区
町
村
の
長
の
裁

量
に
よ
り
、
地
方
防
災
会
議
に
有

識
者
枠
を
設
け
る
こ
と
を
可
能
と

す
る
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
を

速
や
か
に
行
う
こ
と

記

１　

地
方
自
治
体
が
徹
底
し
た
放
射

能
汚
染
の
調
査
及
び
除
染
が
行
え

る
よ
う
、
専
門
家
の
派
遣
、
相
談

体
制
、
十
分
な
財
政
支
援
な
ど
国

の
支
援
体
制
を
早
急
に
整
え
る
こ

と
２　

食
品
検
査
体
制
を
国
の
責
任
で

抜
本
的
に
強
化
す
る
こ
と

３　

内
部
被
ば
く
を
含
め
た
被
ば
く

線
量
調
査
を
は
じ
め
、
長
期
的
な

健
康
管
理
を
す
す
め
る
こ
と

用
語

意
見
書
と
は

　
地
方
公
共
団
体
の
公
益
に
関
す

る
事
件
に
つ
い
て
当
該
議
会
の
一

機
関
と
し
て
の
意
思
を
意
見
に
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

人
間
が
浴
び
る
放
射
線
量
を
下
げ
る

こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
放

射
能
汚
染
の
実
態
を
正
確
か
つ
系
統

的
に
調
査
し
、
最
大
限
の
除
染
を
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

ふ
ま
え
、
国
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、

以
下
の
項
目
に
つ
い
て
、
た
だ
ち
に

対
策
を
強
化
し
、
取
り
組
み
を
す
す

め
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　

平
成
23
年
12
月
19
日

埼
玉
県
八
潮
市
議
会

提
出
先　

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議

長　

内
閣
総
理
大
臣　

財
務
大
臣　

農
林
水
産
大
臣　

原
発
事
故
の
収
束

及
び
再
発
防
止
担
当
大
臣　

消
費
者

及
び
食
品
安
全
担
当
大
臣


